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JSPEN 東北支部学術集会で発表してきました 
 

 

Summary 

看取りを含めた療養目的で酒田リハ病院に入院した誤嚥性 

肺炎患者の 16%が自宅または施設に生存退院していた.  

入院 7 日目の経口摂取能力は, 生存退院と嚥下機能回復 

に関連していた. 

ＮＳＴ通信 

NST に関するお問い合わせ先：NST 管理栄養士 (6221) 

 

誤嚥性肺炎患者における 

療養病棟入院初期の経口摂取能力と 

臨床的アウトカムの関連 

演者：〇小林大樹, 中西渉, 橋爪英二 

終末期と判定された誤嚥性肺炎患者においても 

経口摂取能力は, 回復の予測に有用である可能性がある. 

 

 
短期予後不良（PPS＞11） 

担癌患者は解析から除外 


